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コロナ自然通気お開放式石油ス K -： ブ 


特 C ;壬忌していたたをたいこご_ 


6 . 妃靈呂動消义装'基 • - 

7 . 曰常の点検.爭入れ . . . 

8 . 定期点後 . . . 

9 . 蘆屬-翼當①覺みけ方と》■ちまI 

1 な.:部證交換のしをた'… . 

11. ;燥醫(長期闇懷菌しない場含） 

12 . tt 樣… .. 

.•ィ .. く’ ■ • ; - : ‘ 


婿巧な'じす度'贸で巧；巧’ 

巧!出！ ， v — \ 






















り,;巧の,み剛惠あぶび製品への表示では、製攝をををに正しくあ抄'いい/-—'た、 

たジ化の人巧への超害やお產への撰雲をホ鑛に防をするため亿、いろい..り爸 ' 
し'こい;です。その表示と憲碌はなのよラ亿なつてい凄す。巧容をぶ<質 V ;む 'L 
义ああ読み < ださい。 


zL 纖酿 

/h 鶴織 

么ま蠢 


このま巧を無親して、誤った截〇扱いをすると、人が巧亡:浅たは.を巧 S りうに 
傑が覆し迫ってまじることガ戀をまれる内容を巧していすす。 


この褒巧を無濕して、誤った繫0扱いをすると、人巧巧 t ： ホだは ir 魔を轉うけ 
能巧が想定ぎれる巧宮を巧しています。 

この表巧を無視して、誤った取0汲いをすると、人巧簿 S を暖5程検ガ纔定さ 
れる巧密および物 M 撰養①みの発まガ想定ちれる巧播を示していずす。 


' 絵表示の例 


A 

(§) 

戀 


企記窗はを憲を絕す巧容ガあることを舍げるをのです。 

齒の中じ具が.的を;ま巌巧容（宝因の湯をは一般的なな應 ':) だ描ヴれでい 

O' 9 〇 .Av.' 

议飄愚は禁止の巧為であることを趣げるをのです。 

風の中やな糖区費体的な禁比巧窗（在®①場洽 I なガソ U ン鑛比 ） ヴ獵な 
れています。 


殺 I 因覺はな湯を強制したな絕巧する巧磯卷獲げああのでず。 

.陵!の巧に眞が的な指巧巧容（を國の湯餘は"-般的な巧满紙獵巧）が継巧 
れでいます。 ， ' ''‘ 




•ガソリン鑛禁 

ガソ U ンなど揮発なの覆い油は、絶巧に使雨しないで<だをい。 
义災の願因亿なります。 


>スブレを臟禁 

ふ プレ'--巧をスIブの上ゃ涯ぐに教■し/ないでくだ 
さし、‘ 

''をでスプレ'-ホの圧カガ上ガり、爆発し、慶陵です。 











1 •特 I こ纔していち焼たいこと、安全 ( D ちめに必ずあ守りください 



ti — ry 、 可燃鞫近接鐵禁 

Tj -X ン^燃えやすいをののそ揉な;どでは镶湧しな 
いでくだ兹い。 . 

义災の]!因になります。 


•攫気必要 

換気せす I ご使南しつづけないで < ださい。 

酸素が不足すると、不完全燃焼し、一酸化炭素など 
ガ発生して中叢になるおそれがあのます。 

使巧中は必 V す1時閣じ1…2回け〜2分）換気し 
て、新鮮な空気を補給してください。 

窓の凍糖、化下蜜など換気ガ十分じ巧えない場所で 
は、使踞しないで<だをい。 


货巧類の乾燥厳禁 

:ぶ類などのを爆には使巧しないで< ださい。 

巧類が藩でして义がつを、义災の原因亿な〇津す。 


爆賴るとを消火 

寝ると-遥やか出すると寒は、脚すミ肖义して<ださい。 
交、人图の屬せないとごろでは、镶用しなけでぐだをし、。 
不完全燃焼や異常燃焼-义災のあそれガあ〇ます。 

消义の際は、喊すしん調節つまみガ;'肖义な麗にをど 
0、义ガ消えたことを繼乃めて<ださい。 


•給巧膊消义 

縮巧は、猶す消义してなら巧って<ださい。 
义災の原因 I ごな0ます。 

このたロミ曲んよ <み落とがで咬ださ U 。 
抵ぶ]口みだは磯実じ締めて < ださい。 


ツタず輯している部屋で、巧燃牲ガスが発生するをの(ベン 
‘， - 、ガソ U ツ〉、スプレ--を使馬しなでぐださい。 
'い‘'‘:?)隙因になります。 
















\ 鑛止 

辦かんやなベなどをのせな口でぐださい。 

繼勸や撥磯によってやかんやなべなどの熱湯ガこぼれ、やけどの ’ ’ 
おそれがあ0ます。また、なべの煮こぼむにぶつてス h - ■ブ内報 、 

の部攝ガ獲儀するおそれガあ〇ます。 


A ま局 


雜居室巧給油禁止 

縮ミ由ほ、が必す义①気のないところで15つてぐださい 
义災のおをれがあのます。 



•燃焼中移動禁止 

乂①ついた眾康持ち運ばないで < ださし、。 
:がけどのおをれがあります。 

或た、艇倒すると义がの原因になります。 


ぶ 




獲異常時使用禁止 

にあい、すすの窺生、がの色など異常燃焼を起こし 
たときは使用しないで<ださい。 

緊急の場合でをあむてすにしんを下げて消义して< 
だ-さい。 （13 ぺージ参照）； 



•ほこりの除去 

ほこ口を、とをど送除去して<ださい。 

ごみ、ほこりなどガつまると、異常燃焼のおそれ巧あります。 


•変鏡な翻禁止 

お鐵口な、汚れたミ由、化の混じっている打油などを使用しないで 
くだをい。 

巽常燃焼やしんヴ下ガらな<なるおそれガあのます。 


緣 ’KfrW • 禁 It : が:.; —— 

ス h- ブ I ごは、 がをかけな VY で<ださい。 

7 K 嫁 かかる とガラス巧箇や天板の浸ラろラガ 

fir > . 作巧 0 ます。 



















. •■ゴ■み，、- 




A を意 


V ' :; 巧棲蘭! 鷄止 

巧がをみや.消义屬後は、 a 鐘部(圏®赤径韻み） I こ手 
けどふわむ'い'こ'< だまい。 

かけと贷おそれガあ〇ます。；： 

ホ-さいお子機やからだ①不岂巧な方のし\るご家庭で 
は、巧に;主'意してください。 



も.;‘純正部壺の使用 

レんなどの盛馬は、數す純正部 S (指をされた部晶)を使南してくだをい。 
-吊想しない事巧が発ホするおそれガあ〇ます。 


馨分解修理-改遮の禁让 
故障、破躁したら、 使巧しないでください。 

不完全な修煙辦藏應は、..危険です。 

淑麗いホめの販売店に修理を依頼して<ださい。 

@保管縣にしでいただくこと， ， ..... 

綴溯關使熙しないとを及は保變するときは、捣す妳迪を叛いで(総 
靈池を取の'かして）<ださい。 

傾けたり、燦綱しのが態では保蠻しないでくだをい。 

义災のあをれがあ0ます。 

緣巧の爆所では使稲しない 
义がやぞ想しない事故の原因 I こな0ます。 

雜氷平でない湯所、不安巧な場巧 

•風のあたる場所、部麗の出入口 

•ほこ0や湿気.の多い場所 

»不あ定な物をのせた棚などの下 

か可燃||生ガスの発生する場所又はたまる場所 

«•溜靈、觸窗蜜など人のいない湯巧 

«遇-美窗塞、ク U - ニンブ巧などスブレーや化学薬攝を俊ウ場所 
夕7ン h ルピースなどス h — ブ巧園むむる場所 
n W 臣光巧あたる場所 




.嚇 



ぶ'.傑ぶが気にな屬 

ゴスぃ:1:.:トボ徐'磯巧排気などをあてないで < ださい。 
八 ： S ' し.ふるとホ义巧おた0、異常燃鏡の廣园亿な0 





の 















2,効果的に使用す苗ために 


• a 壓①中巧部に a < と曖めらむた空気が爲流循麗し、室巧の溫慶む6巧:い。'’ 
SDSli 醒ガで旁ます。 

貼’,;:そかけ- •キユレー ■夕一■などで室巧の空気を巧流さむると、ぶりか' バ I ■^いか，’；、‘、'> 

•スト…フじ慶接、鼠があたるなりぶうを覆して <爲 をけ。 , 








燃焼簡 


巧讚留動ミ錢义鑛歷 


惑震部 ( 

(忌。ご〉 


巧震曽動消:火篆霞 
かジ h 錫 


し/ V 窠巧簡 


纖辑廣 














貸®*藤で攀繼してください。 


か.とってをいったんほすし、燃焼籍酱保讓1 
ている燃焼漬巻きを取り 除いで < だをい。 

,•毎髮糖、燃焼簡獲をはス i — 了の保變|こ做要で 

:%'す。 

\ 家た、取あ説明*を麽打ぶこ保鹽しで<がおい, 


巧®、とつてをセツ h する 


•荣板をのせて、巧と巧あ-窗むだ■て、とつて 
をさ レこみ閥潘して < だ'患し、。 

'ザぶ id でめ巧ロヴ關いで、ヴ货ヴ晋を S に勵<と 
持ち覆びのと愛はすれる源れがあいますなら'. 
とつてガばねのぶクに:巧概馆はお〇ぶう C しで 

<ださぃ。 

'*1 ■皆の刻印「正面」をス h -了の正簡じ窗 
むせた 置台比めねじで触タンク脚をしつ巧 
りど圍おして<だをい。 （2 力所） 


灭板 


.適夕を夕纖 
•靈爸 


か讓側亿龜蹇電遮ク^ス忘、た 
電遮ケ""ス ® 絵の方茵じ tt す 
ジ h してく趕兹い。 

巧靈_龜ケース方 A 。-- を辭ピい—’ 


.霉娘ケース 


電淮ケースカバ- 














w 



巧油とガソ u ンの見巧け巧た 


ftr ミが JIS1 号むミ密)を俊用してくだをい 










\/hMm 巧ソ; J ン®ど®揮発 I 謹® S い憩註 
絕婿 IZ 使驅しな:いで < 魅'适い。 

义災©原 HC なり哉部。 


指兜に燃卷つけ，， M 卷み變かけ或す 
(火霞気の為;い所で1守ってく魅送い。) 


礙添加測解願]燃 as と"谢$離し減いで < 弦まい, 

か!0ミ盛《參郑乂気-雨水.* ごみ .離溫萊よな，壓 
» B 光齋 S け艇«所に保離して<ださい。 


なミ资城絶むた萊讓 


辨ソ u > 减すぐ臟も 


擾期闡資がにあた 
る所辉、_謡鑽の觀 
い蘭に保蠻し趕辟 


織&のふむ巧關け 
T 燕-つ瓶〇、靖 y 
がのポ L 巧 m て铅 
‘"义だげ巧 


氷，ごみ常舒讓挡 
外衝蕴が藤ん®む 
譯教でを鬻入した 
資麓 


畴 W 岡 


• 極 SIZS 驚したあのな、黄爸疎巧なった0、 
馨® 殘归 のポ U タンクを惠德1<，> <た’さい。 
• 10ミ慶 B : シ-…ズン cp じ麗い寒 0 ま しょうを 

























づけなたぐなると園瞬!こ學<なって.巧靈自勸消义裝置ガ巧動してモ、し把ガ ■? ■けを r ' 
r ! ガあ〇ぷす。 ’ 

C .’ ：东殺ム=5.なおたり、燃焼鶴巧隱<な0、激しい C おいヴしたり、翼'*燃焼しで C しま巧。 

■ .な j ? ンクじ巧,あガ残っていてを义カガがさ<なった0、しんヴ下をらな<■む '- 、ご口し*弓。 

巧で夕巧央しで々&荒を燃焼まで爲簡ガな力'ります。 ‘ ‘ 

' •巧!タンクが磯漫する壓園 C な0ます。 ' :' • 

纖ち"-変灣好油ゃ不雑な巧を使两したときは… ■' 

•巧巧ンツ巧め打油をおを*をむいな因■油で2〜3圏藻ってから鐘巧しで<がおし、* 

(懸い湖ガ滋 ってい' ると泻凳し*ず）（巧べ…ジ參照），， . ， . . 

® し沁の毕入： n 卷しで<だをい* (16 ベージ參療） 

■ •し; U のを A れあしてお激羅めをいとをはしかをを操して<だをい • し如のな機は®*い乘めの贩*跑 
另:は、コ□ナお客徐ご巧踐お口にご絕験<ださい》 (18 夕 r-y 綾㈱ ’■ ‘ ’ 


汲響—®總迪は、しんをでげて润义し、化す义が消えたことあ磯かめでか扱巧つて<が洛し、。 

綴迪の爭順とま憲 

緒迪口みたを取のドずず • 絵巧□みたをおご*むレで取りはがしてくが 

さし、。 

せ市敷の給ミをポンプなどを德弼して、油'麗 ft を 
見な巧ら給油して < ださい。 

«戒驚討ガ「满」ををした技、繪細を辟《)で< 
ださい。 

^ : .] 藏 S 讓禱める ® 鏡灌□みた I ま、歷藥じツ".： 

• こ!まわち巧連なぶ <ををとつてく'‘’''''’ 



'IV 奠 " 

I ..诚 

1.1 


驚 

をな変 

争 # 









点义前の準備と薩認 


ふ"も顯ご護歷 



〇 X 


® ス f '-…ブ揉、;水牢でを巧のぶいゾ^ , 
して < ださい。 


»賴《した纏所を擾懸め激しい湯廣で渡 ffl ずるとご 
翼常燃焼^巧漠窗動销乂簇慶め誤巧懸め懸因に:な 

ん错.が ;I 


鐘焼禱の鷄わり確認 



誦 


燃焼筒のつまみを搏つでを巧(こ、2~3..翻謙 
かして、しか薬の筒位:距し<繼仍っているな 
を おなめて くだをい。;: 


I化粧板巧の巧靈曾齡消义装廳 t? ッ h 盤異を T 
に押して、しん調節つ索み巧巧（燃燃）巧陶 
じ止まるまでまねしてし也を±1けること C ぶ 
0宜動飽じセツ h' ちれます。 

•セツトレなけむ强獲语で落家だか a V '. をを， 

•歯巧单は、わツ K 金資を辫し上げないでくだをい。 

対霞宜動渴义装慶巧巧動します。,...;.， 





Kmij 施 



I 


u / み ii 麵つまみをを 

i#k s ±:«^ k \"3^ 

麵画)巧同へ聚むす 



漏义レパ-補し下げる 


«ち（燃焼）方'商(こずむしをつて、し / u 警い—:) 
ぱいじ！:げて < ださい。 

«凄のすと愛 r カチカチ」と戀巧レて逾い①は、が 
震兽動消义装窗ガ自動的にたツ h 落れでいみため 
4•.穿 0 

* —廣セツ t - をれ'ますと、しん山下’は縣<泡 》、 S 

をな< な0ます。 


•ゆつ< 口巧し下げて < だ兹い。 

燃焼筒が傾を点义し津す。 

•廢义ヒ…巧が S かを留观がぶザるだけで谢义しな 
い湯窗は、游父レバー•祗かレ»レ級すと,腐)^レ涨 

す。 

- '(巡に 強<押レ P け'ると滿义 しだ: <<概口深す。） 

«な义を確認してなを、漁泼レバ…■をあとの位 
置津で靜せ!ご驟して’< だ滋し、。 



f 鐘焼簡の擴わり確認 





妙り。 - cT で' 

ず顯义のし巧た 


«燃焼筒のつまみを機つ'で、在,粗—.じ:2'、'3回勸 
かして、しん窠巧樹じ正し<据むつで'いるな 
を確なめて < だをい。 

"• y ；^ 注憲]；'喊縣擬が距'し<擁お)'：5’でい猫:いと、 

巧巧なら壶义ですすけで繫潑燃焼し泳す《 

圧し<据え巧けて<だおい。 

-一- 方^点火ヒ"•"タガ德えないと證 



1•.•.レ咸讚範つ*みを着;;.(.燃懸）巧を]ごず C し薄'つで、しん耀いつ! 送' 
がた主げて < だ'さい。 

2 . 综义レ巧一を挿して爆鷄變を憾け、でッチ'で点义し巧み, 窗火レバ 
…ををつ<り廣して<超さい。 

• マッチの燃えなすをしお 巧おや'獲台のわこみつ‘リ 
いで<泛をい。災裝や事發の嚴扱じな;:乂 . 

3. 懲鱗簡つまみを搏つて、左ろ巴2〜3辟ッゎ ■ ■—' ;り-‘ 
歷サめて <ださい。 







ミを f 书じなるとをや、しんめを A すししんの巧換、ウ&焼きなどをしたとぁけみ-;'':.'.なし 
がん'し.んじ十々口巧ガしみるまでおまち<ださい。し诚 1 十巧な巧ガしみ苗’，ぅちじなか！- 1 と- 

巧ぃ！: I 了ホ足の巧め燃照圖の巧み不逐巧繞<ことが葱 Q * す。ごのと塞は、いったん消义し' 2だ|(上 

t 巧,も IV こ獵巧 I こなると寒、療父湊しぽら<寒をの C あいがします巧、このなスト…ブにが纔しているを 
なと纖けるがのをので、総で B ありま醜。 '. イ i 通レ-しなぶ 



炎の調節はしん調節つまみで巧います。 

•しん調節つまみをち（燃焼）巧岡亿讓のすと 
炎ガ伸び、重（消义）方巧に談©ずと_炎はル 
さ< なります。 

必す(正しいおの;!犬態)の(よ暇)と['で暇)の範 
囲巧だ調班しザ'ご褚南ぞだ巡レんィ乾.:. 

• 「パつーステップ J 範閥內ガ距しい辦①觸娜 
範囲（めやす）です。 

饭誦 

• 辦辦添織のが戀を興なガを下図の〔距レい炎劇《藤）め.關で調節し、〔し / U が f (ザザ離〕 
や 3 〔しんの上げす落'〕のが懸!ごならないよ号広して<だ密い。 

〇距しい炎のが態〇 

で 



X し A /® 下げす憑. 




X レ知汲上げ谬蠻 



燃焼離の！:部が難い。 



燃臟離劈+舞 C 

赤熱している。 


( つ 

削 


燃焼戀上ををの摔び^ 
ザ 4 知!な下》 



濟:焼鹽 .t (こ娩が4加 
な上飼)びでいる。 


誦》め》齡コができるなは、麵»ごまみををっ 
^声受 t 搔<2…3固動せしで<たをい。そむでを榮お摔なてを着を、しお顯顯つまみを唆っ<か左（消 
义）巧陶じ深す)して（ぶしいおの狭態）ご麵節してご霞南<ををい。 み'‘.' 

* ミ茲或畫 1 ?つ f ておムくぶ&公ミもげ卜す~愛)®だ臣毅鱗於、巧や—酸化竣素ヴ発がるな 

' 嘴 If 鮮 f 絶锭るがをりでな<、レん亿力…《ン測覆し、'’しか讀もお;1 お:- 
ゴ吐と巧はしんの-ホ入り奪しで<趕きい. （18 ベージ# SS ) ■, ，■，む '’,。,,,,’，， 

W ごすここで良戸化*2ら讀亿しもを上ばると、冀化天き<1；ヴることがあ0凄寺の右、ゅっ<0を t 

し、、、ごにう.**■••■し "^! T く》なをい。 . 

.，ぃ'''。けな父礫巧をしをいでく袋ちい。巧火レパ—を摔しす巧ると幾がとがり素す。索ドかた卜-—. 
も’ ィラだ小膊おしたり新緩すること滿ります r りをこんでエながす。課た、人ヒ<ん 

が'みが:留;ぶ迅懸 g などを變靖すると、榮巧ビンク径むなるこをが靈口豪す巧、鬻鬻でなお;' V :, [/ , 















\'， .か潮麵つまみを左 

驚! 51 へまね寶 


1 麵德瞧ずる 


み唆ウ<0と左（消火）巧 ftcitsssrcst ) 
して、知を下げて消义して <g をい。 

•巧靈自動遺次義麗わツトを瀑布狎レとげなり、ス 

: 卜ーフをゆち 面-つたり'、 脚，たりして消义しなし、 

ぶで<だちし、 r ぶ/;'':''ゴザ':'ろ'''. 
夕--篡节^賣澄で^)幫.^^.し難肆& ..尸............:........ 

みお麵霸〇漢漱强«1輕!懿し棘雞わ视鑽 tf 柳 ©'— cr 
をむ點よ:裳劈 fe ■課む雖狱い— c < 賊撫い。 


'* 齡す滴义の《 1 認趟し— C < g 撫い。 


顔が露曽勸消义繁靈が巧勸した場をは… 

♦し沁調節つ浓みを泳〇して消义したと落に<るベ、润义膊の魔毅が離<な0策す。.'. . 

•幾風0池などで、しんの上邸に夕…ルなどがあ<巧箱レでいると、しんが雜を CT がり懲もないで* 
义しないご.わが淑り深すので、！做すレ化围厳つま'み卷策むレで;肖义の確認おしでくが没‘し、。 

ごのぶうなと潑は:、レんの畢入れをレで挺い；《がベージ緣照） 


泌、す C に汚な火すると燃焼益な猫«ガ宙ぐて、点もレなかつたり、におしげします。 
，靖巧巧えるまじ5分<らし傅ってヴを巧义しで<巧をい *, ' 



強いが露や繼勸、衝擊を受けたときは巧震呂動ミ肖义装置ガ作動して圏動釣にミ肖义し津す。 
んか択巧の巧潑自動ミ肖义装麗セット盡眞を下に揮してセク K して、し知調節つ榮みを街（懲 
傑 ' J 方宿)に比まるまでまわしてし知をとばると、賣動韵にな震留勸ミ肖义鑛靈はセッ h - 患《蒙 
H , { 10ベ--ジ蠻照） 

•が潑齒動；肖义装麗は、 JIS にまめられた1煤)〜20胁) W ) 蟹動により巧動するよう I こ鋼獲レでありをす。 
•がってご罐用中亿おける麵い日常魔な禱、爆凝では作動し*せみん ' "ィ.み. 

* が質口巧などでレ知のと藻亿夕ールなど巧多<每養していると、巧震窗動纔义媛麗が巧®してをしも’： • 

■ をを!こ下ガり遂5ないで讚おしないこと:渡8り養す。 ‘ '''ご'' J - 

こめぶうなとをはしお费をみわ奪して <泛をい々 （16 ベージ参麗）， "...’' .. ■一'‘‘ 

* 地鷄じよって巧動した場曾は、闡圈の哥戀»、ス K — プ恐撰爆、な經货嚴るれなど翼鬻ガないことをが 
'■ ぶした後、薄裔火して<だをい。 ‘ ’ ‘ ’ くん’''’，'々み 







7 •曰常の点お•手入れ 


t ".可ふ、 消火後スト…ブガ卡み巧えてから、巧つ 

む；巧父ぉ鬻をみ驟したり、蕴て•るいたりしないで<孩送い。 

:'し‘/"が！羣をづをは11麵です。團つたり、養<旨摩出し覆りしないで<おさい。 
，奴.’が辑を潑として、ガラスを劃つ巧り、藻彩をせたりしないでください。 

、• i ，'仪黎的賴' 巧タンクは藥形惑桂た〇しないでをい。 ■ 


点横箇所点検する巧容 


醒 を 
迹タンク 


巧観 〜 L ， 

だ 巧椒 

と..スト-*ブの fi — 
鱗癒継， 


園痛义ヒータ 


* 巧纔む-.液のたまりや巧 
①にじみガない乃。 


H まこりや巧むガないな。 

>化繊などのほこウヴ縣き 
ついていないな。 


>巧燃物ヴないヴ。 


» t :--- 夕のホ熱ヴ弱ぐ'ない 
々。な义し亿<< ないな。 

>たいらの報みじ燃えヴす 
などザたまつていないな。 


燃え方すなどガたまる' 

と燃焼觸の踞わりを態 
くして、燃銳蠻阻避す 
器ことが截〇萊す。_ 

を裔义夕0位羅（しん 

とを麵 fe ) 棘蓝しいみ。 

フイな奔ント強.、:..し/ .. 
じ対しで巧ようど賣し、1 
‘を®じないと轟火しじ I 
く <なります。 .1 


6フイラ乂ン h の変形、斷 
纔はない巧。 


' 巡；靈方.遠 

«滿をた第りを、鶏01 ご L : みは/ふ乃立_載。 

«鶏驚 no ) 聽證鑛蜡妹、お S い燕搬 ( D * 売 
唐じ修ま靈齋摇:賴し！: <賊滞い。 

«濟むな巧い？ rr 谅燕と.:5。 

(''〇づン、ミ'ンナ…、巧 y :’ ザパが{:ふなかが0 

«し破なお:■渡:'解むもない滯 I じ:..ッレンザ邦別卜 
で/を舉とを)。 


>屬翻を整裸-鸿掃 L 巧燃物は.取り臟く。 


>新'’しい敷藥紙み換ヴる。 


M ヒ S 搬雜で取.饼謀部してかつ、18ぺ---教彻稱)、 
ドライ/く一の巧 C 燃を巧す U た々撒り除く:。 


たい5の挪巧 



らしんめ先端帮■しか 
鑛 W 贿の鸦い殺の 
部を援截ねが、燃 
えな齊规みぞに，觀 
巧ないホう C 著鑛 
レで < だ慈■い。 


陡点父レバ…‘帶卿鄙ぶ:.、しん築巧®なな说乂ピ 
…夕巧出で舉讓 I 却。 

し知の出が11麵のと:雜に,顧：' Aa ご—---かの概:®规 
霞座.うだ鬟心が:品.恕に：*雜鄙:|〇 ■ 


1〜2柳) 



«’返霞の M 簿はお骇いずめの歇が 
据じ®賴しで<悠さい。 

を雲:影して1’ると 'っ、 ' 

を揉7、ンチ樓為 
だで素つすく1こ 
舊寮す。 

® 囊積だ综泰5惡い程霸や’/ ’ 

り醒える。 C 20'、:一 ■ジ蕾4 













7 .圏常黛痛楼*手入れ 


撫薇す玻巧變 


度*-葛〕 

葱一 知讚®つまみ奪若1(離 
焼）巧廚へまれ〇てレ知 
を！:だ、ス h — ブ奪離蠻 
I こ強<動巧したと寒、馨 
r 憩が作»して、しおが磯 
妻にで方"をな。 


方 滋 


»鹽震®、擠勸 a 蕾麓鑛識ぞ)。 

化觀板讓で離り I ま谭しでから污—っ — CC 鞋兹い。 
(18 ベー苗讀廳） 


離露 gK 轟每 こ、ベ…ス)] 

货こお、 巽物、揉こり茜ど 
ガ巧靡していない巧6 


み！!:離葛:作觀兹せたと舉、 
しん巧離藥{こでがるな。 

A 、。 み、 H 物、播こり超:ど 
がは鷄しで、動楚ガ廳く 
ない巧。 


@祭わな巧い布で、ごみ、興燃、！談品り.碟把燕;，: 


ぎむいじみぎとる。 


作®部 

— 

:‘—おツ h " 盡興、作觀義異、 

i 惑簾瓣 ザ-で- 

1、し知 prr 綻な /! 

1、' 


,レん隣 
.-. ろ.平ば j{Q 



睡 IMkMj 

ぶしんの i :— 巧まスム…ス乃。 
々勢…んの巧鑛はない々。 

かの.びたり.、獨れたり、傷- 
んでひびが入つていなし、 
ヴ。 


をッ h ■'瓣.與' 


• しかのを入のを巧'る。 （16 ベ-'-ジ戀觸 .） 

«効窠のない場衡は 、I / U をな峽巧る。 

(化べ_づ龄觸） 


>バ、ソキ'ンに、めび、助れ、ひびなと：:ヴ入つ'’こ' 
いだ場合は巧拠する。 （19 ベ…ジ滅觸） 


巧ずタンク 巧の変質む巧や不純な;をを取り除<ときは 


»処靈巧法（义の気のないところでなつて<ださい） 


1化#1が巧の巧靈齒鹽消义装»たッ h 盡眞を上げて、 
巧懲留驗消义蠻靈をか載をせてください。 

2. 迪タンク巧のな巧を圈①よ5広巧を®0、養むいな 
打消!で 2 〜 3 ◎をって < ださい。 

3, ごみなど巧入つていだ資、一康〇藻 ttvr ください。’'' 

；度！!のの油を、ミを'魔齡の針だををすまで鏡連 
し C <だおい。 

’".ぶを入おをあむせて巧つて<ださい。 

: :.'い…ジ毅懸） 


m 


徐剧こ 

賴ける 














ぃ，： を^ 


んの点検-手入れ（巧 


睽热: 


_みな_ 


変翼 tJ 總解不純む巧などでし知の上部じ力--ボンや夕一んガ巧鑛1ィ、：興鐵 ; tf 
聲 V 倍と懲 (谷ぺージ参隱）は、しんの手入れをして<だをい。 


む、 u / li 纔爭入れの し巧た 

«しんの爭みれ巧'するとをは、戲のあたらない湯巧で巧ってぐださい。 

勵があたるとホ义が出た0、異常燃猿の廣賣になジ廣戾です。また、しんの手入れやはじ 
おい巧しますので徽気ぞして<ださい。 

‘讓タンクのな 油を抜く （ 15 ベ-ジ麵> ^ 

夕滿纖饒 UIE しぃ炎纖態で燃焼 さはる (11,12ぺ•ージ鑛縣》 

J そのままな a がな < なって、义力がかぎ < なるまで諭誦する 

J 义力淵倍くな った6しんを…綺に 上げ、酒义ずるまで^ 

辱燃焼 落せる 


‘しんガサた<なつているとをは、し知のま入れを2〜3固巧って<だをい。 

ん知の泽 A の簾のだ使熙は、懸泌錢猫をなと涛つでしおピ午#巧迸ジレみこんでな控 

とげ,不足のため燃焼筋の赤熱不 


しん!こ十分む油ぜしみないラち亿爲义すると、吸い上;げ不 S 

化- ' '• か》 


て. が;，こしこ''.'こ’.、；， 
足ガ続<ことガあ〇 


深す 


巧めなと寒は新しいしんとを誦 i / T く巧:む,^ 

( 18 ぺ -- ジ参顯） ..... 

• し手入れを巧.つてを力ーボンを夕ール鼓を；持す、或]おがないとを。 

• を變んでしまレ\、しんのと下操作が露<なつだとき。 

• U / i /©±; S が消縛して、ラす<なつたり短<なつたり、凹凸に.なって■い愚 t 獲。 


誦 






お,缴《卿期，竿 iro おげ源入し t い视 >1 參;♦み, ♦ 

し知し > 卜城巧鄰，がしみご涨ない吗被に 
棋が;し彼 
しかめ L げ巧勢 
しかの下け郑搬 




'•- I * \m 

m 


I ぶ； ♦. 


1„4- .!• :• 

ぶ个； •， 


參 


臟樹め糖むウガ絕い, " J 面 

I 鐵如®觸が,刷つ诘部湯 C 祕碟し ri る！' I 参^ . 
しか f 心 ■ v …ルがお讀していを み®み 

t んぶ撇り卜 t リ城！ A , 鄉ぶこ皆、リタり 
し T い溜:い 

蹄、乂し - y のツイづ> 乂 '/ h の雞お突強、 


帝み: 

•1 

み 


„1®； I i 

\m m i « i 


舰挪 ， 

を,游池な a u < いでいない 
父!‘よ、 齊琪しこい哉 

が佩階が…匙ザくが、巧:觸 

鄕おは、檢觀ミ 

"ド F 總蜡巧郎觸 L ごいも 
f 嚴,‘ I を ti 、 載荡巧玻礫してい香_ 

しんを尤松燃廳灣城磬靖需胃雪養 


参 




’参 


.# 


I 巧;を令 


!# 


!ぶツンソ巧の水、庙祇狹が、みわいな H 
1滿ご洗い、しんも交撒!—が破 

' 船滞蛾はレん敬 T けで?〇微し义 t 擲被 、 i 

• 1んに十タパなおがし抓こ知でか扔脯、ぶげを 

I !な:しい张の状幣じ姑をぶ =! ir しわ;斬挪離 
i !する 

! i 搬臟觸つ萍みが带巧じ載1かしで獅わりが 
i I なおな 

I 稱货狗圭挪蝶の棘帮をげな _ 

» a んの争入れ I を弓を —— 

圧し<撒のがけな淑鄂 
■ 変彰をなホすな公豁づる 

—14 _ - . . 

I I 蛋培)ををし<入むぶ‘ 

を一^霞を r : さ- 

妾~し声 f も巧 

:質を当たろむし t 獨み^睐用弓ろ 
撮動を受!づなぃよ vr : 口 7’ 

聽黃岳广が扫ぃ）一い蝶；，_ 

嚴売唐:こ帶蛹.,'？/‘ ‘’碟巧パ， 

しわ J ： 下報が％搬り蟲: V が: V ;,,’‘ I ‘ 
を玄ろ!？數巧ぃ'をが；レバ * 


’; I .し':巧’'巧になりますと、機器の点摸が验要です。 

'’ ; .■ 'がを障、シ…ズン終了餐など I こお賓いホをの嚴売巧交は.悠巧‘る！ 

ご—-巧か巧璃潔保守協を （ TEL 03- 34納 -2928) でちラを衝管理叢習会於了谊ぃ 7-"’’ 
e 遞±)など〕のいる店などじ点模儀賴されることをお弓■すめします。 



•巧の表じもとヴいで、お確かめ<ださい。 

雜®靈方法にぶり逊靈してを廣< ならないとをはゎお R いあめの販爺度じご'相談くだおし、。 


觸ぺ 


i 


一'お德が 


塞鑛巧；. 

t 
ッ、巧 ■ 
ろ-が. ■ 

ぶ：^^環： 


がぬ談。りガ擺い.•女-’が. 


のじ. 


.. S ..-".- ィ "... 


凝がレがが 


し 把がすぐでがつで U 營〇 

レ 各異なない _ r 

し如上で缀 S 桑い 


游ヴ义送 V なをな S < 


巧义巧ススが姐る 


じあいげずる‘ 


炎ガ巧艇ぶる- 


kh 


燃焼 翁が i レ棘い 
な义レない 



⑩ 

















10 •部品交換のしガた 


• I 么 注蠢 I 不齋潍:な條蓮、調整な危睽です®で、部品贷交換、調靈ヴ數耍35 
Mt ^：*»©繼売店又は、修邏資犧蓄ぴ財)0奉5猫燃焼儀器爆寺騒麓で巧 ■ SS * 驚遞講 g 
竊修 "JS (5® 機器绞嫌 SS 主）怠ど）のいる®亮店にご極讓<だをい。 

•ぶぶ覇端變震はコロナ雜龙麵麗とだ指压 V 



しんの交換 



しんは化す JIS 適 台 巧 蜜台なお •■コロナ WIE レん S 2-20 J (ち'めマ 

-ク巧）卷だ废箱<だあい。 

«興1こ適晚し猫:いレん>?>、粗瀑なしんを使用しますと、性簾を十分 
発揮で蠻ないばか〇でな<义巧やや瀑の爆窗 C な0ます。 



がの順曝に:したがつでくおさい。 



1 . とつてをを粒に拡け 2. 巧板をはザし、燃焼 
てぼ:ずして咬您密い。 歸あお0出しせく泻さ 

游ばす懼'ないホ- 3 C し’レん燃焼簡を落とさ.な 
てくだちい。 いよろ C じで <泛ぎい。 



•すしてぐださい。 る3憾.のねじかな硬し 

て< だ’班い。 



お'力ート巧ず 6, りこを} f して対獲 7 

ザ’！上巧さには 資》满义裝麗をを蠢を 1 

て-''4:い。 せて <だちい。 (J 





















■i «. i いし かを，し/り 10, しお巧え®下歸をし 
•4 内;:マの巧脚め!. 押 / U のテー•フ①縁 I こ含む 

えのツが亿、しんをを せで锻〇恆けて<ださ 

すホう亿して圈〇钩一 い。 

亿巧側へなじませで巧 レんをとげると、し知 

り巧けて< だ进い。脚 のボす法ガちよラど11 

'す、巧靈齒驗お义渡靈 麵広な〇津す。 

巧しで、し/ルヴ… 

柳こ下■かつ剧夫懸でお 
りがけでくだ兹い。 

し / U 藥巧»■/ S ツキンを腐傑レ、 



13. レん飄節つ浅'み准が 14. そめ萊を、し知巧上 
けで；抱'巧岡 I こ圈レ、 下しないぷウしん a 街 

しん.おいつ K いじ化し つずみ'あつなんで、'ぶ 

だ状総の级深、しん C タンクにをと通0セツ 

巧汲没が fiH 跡がぶ^しレで<您まい。たツ 
平挪祗經< 唱 t いて 卜.したら爾台化め沿 i じ 

嫌止力/ - のし Aj 押え を©す抜をとつて< だ 

のツ乂 C 幾して‘< だを をし、。 

い。 こ①靈お比めむじは霞 

台の圈掛こ再び使爾 te 
ますのでな<をないで 
<だをい。 




11.を止カバ…•①巧巧 （■ 12 x ’‘： t 婴邑封す! y 3 

刻 03) を正圏亿合むだ ‘ン、を費をじ’/;- i 


て it まるところまで完 顏さ止めねし''め U ' を 
を亿禪しるわで、をと 巧霞賣懸消义渡靈本0 
通0亿驟〇なけで<だ ①測画の巧に差し込知 
ぞい。 で< だおい。 

巧震齒®猶义-幾爾たツ 
h 滋凝卷せツ h しな* 
速でなじ祗鷄し化如で 
<だおけ。 



巧.しんの上下するす落 16. し..わの出が11咖のと 
ま（し知藥巧懸としん 簿に..戚义ピ…'巧め値靈 

窠巧/ W ブとのす落ず） が傑ぶ:'う'だ賴けところ 

は均 - H こなるぶこす じ来'るぶ' SC なつてし、 

ッ sa 個をみレすつ締 潍な。..'..:’ 

め、繁渡にしつな均と.縣.がレバー骚抑し下げ 
V ;..締め巧けでからが露齒 で点か^-'.が:の泣*を 

觀'消火装麗ガ正し < 巧 漏離しでぐがをし、。 

動するな確認して<だ 
さい。 


が しん薬巧麵①3爛のナットは、.'' し知襄巧簿ヴビッタリするまで歸めがけてくだをい。 

»しわ案内歸猛取0巧けたら、しわを上 T して、しおめ壳»としお窠巧簡の懸とを育いせで疑て、を闕巧 
の鹽をなどうな確かめて<だをい。 づ 一 …, 

没レ知のおで;まガ11讓な上 C なると、爲父凌、をが墓羣 M と C 大塞<なつて、すすけた口、異潑燃燃やお 
火しない嚴困とな口义が1こなる懸むがあ0ます。しおのあすをな S 政す11!脚!ご擲えてくたを い。，'か， 
•しも’の出タミ去を磯なめたら、対媛養 M 父装靈磨萍鹽を讓を媛て<だまい 。… ' '二/' 

»しれよ下©操が#靈いと養、交は麵呂麗溝ぶ裝靈施し<巧圏し鉄化留ま、 '•: 

. しみ薬巧鏡が许«つでセッ I - をれてい*す。 

. し/'"じシワガあった口、しお攫えのジタ亿なじわでい》担:お忽で6〜16贷手臟にがつてセツトし'':'、 i ' 


• し《,;じシワガあつち 
しで <だをい。 

•しんぶポサ巧、巧潑白動满炎を蠢の巧踐確認が愚ねりましたもスト…フをモと經りじ纔みなて'こ、—こた、: 

燃焼齒のつ辣みを持って をち I こ 2~3图驗かし、レ知薬巧細こ正しく攫っていることを 驗凡め卜：で;’ ' 
* レん巧歌り鐘え後は、踏守な HSI ■の針が广满 J をちす蒙で證迪し、 20 分跌と放露して、しん,！し' i 
ヴレみる': t でおず巧'ぐだをれ。 


3まレた©、ス h - ■ブをモと經なこ纔るなてで<，: 











:敬 fcrfLs 麵焼嚮巧敢〇懸賓 



«とつてを主ちじ应げて天板をは球し、燃焼簡 
を取り出して < ださい。 

® 繫電絶を跟〇出して < だ兹い。 




•点义レバ…を押し下げると、しん薬巧 S か芭 
点火ヒ…タガ出て當ます。 

* 点义レバーを押した萍漆、'苗い点义 t --- 夕を 
押しなガ&をに凍むレ:.でジタツトな芭はすし 
て < ださい。 


さ 親しい点义ヒ"■■夕を取*9がける 

•点义ヒ-夕⑩む一梦: か^ド题甲側:侶レで、.巧 



ケットじ取り巧けて < 魅あい。 




ミ簡①ガ哥スガ割れたときは、お翼いホめ©販売唐又は、あ®<のコ n ナあ落な,つ'お辞, f : 


:ご相談 <だ杳い 







，し；い，ん:，とさは、日常を点樣•手入むの湯を参照し、次®要領で矿もて、 


け5ぺージ蠻照） 

•氷、ごみなどを磯したまま保管すると、をびや巧あさの原園になつた0、し / uliT 不廢 
の原困になることをあります。 

雜な油を抜いだ後は、巧部をよ.<義爆をなて<怒さ U お V 

Zb/y の爭入れをして <ださい。 (16 ベージ戀照） 

3, 懸識懿電継を取りはずして < ださい。 

4. 巧部のごみや I まこ (9 を颗つて <だ慈い。 

•化粧板まで取りはすし、嫌除機などでごみやほこりを取り隙いで<だ'をし、。 

(取!0はすし方は18ベ-■ジ毅照） 


5 .ス h - ■-ブの饼麵を攝隙 して < ださい。 (14ぺ--ジ鑛觸） 

雜がッ卑部分陆薬巧い巧で、塗装部ろやほラろラ部巧はしめらだた巧で深れを溜として 
な较、か6ぶ落して<ださい。 


辟®好讓を攘寒厭つ T く議 


Gw 


6,が靈議®消义装靈を巧！!させてください ◎ け 5 ベ--ジ 

鑛讓霸 C 入れて、毅爆した場薪亿水牢に S 驚 b てく芦夕 ' 


.r J 、い類けた0、續圏しのな態で揉絕对に保養レないで<ださい。 

* が々 A 巧巧は、保証叢と其;にホ鄭こ爆變して < s さい。 

爭乂 V- ズン広渴遊い亿なると塞な、対露直動滴义義霞①巧勤を2〜3國<り君'えし、. （ バ&'々'':; 
不だることだ思なめて < だをい。 





圍保 ii について 

• このコロホ抵滿スト--ブには保邸盡ヴついでいま..す*巧翼し化げ日.嫩粥店-浴 J などの配 A 跑淑確かめ 
のウ义、贩売確かをお受けとり C なり、大資11こ保奮じて<だおい。 

• 保 iE 期®はあ麗し\上げいただいた B なら1巧閣で.す。 

•がのぶうな隊跑にぶるな I 爆あよび事故じつぎましては.、保謡の巧藥 I こなりずなわので化懸し'で < だ-あい。 
曲変質灯油が不純な巧など、また灯逆な巧①燃!!媛南 IC ホる巧輝や擊徽。 

■誤っ巧絕陶巧ま.忆よる故驟や事な。 

!獲值賴をれると送 

雜本書の「挪 f • 翼潑①資タウ方と题霞方连_|紙べージ参照)の廣に I 走って調べても慶 < なを獻化餐踪、 
33 R いがめの販売店交は，あ巧<るコロナあ.養樣•ご権該窓□亿ご靖談<ださい。 

•保 BliH 中であす'诚保部蠢①規定に従って:療寶傷獲きせていただき豪も 

«が組期闊巧週ぎ ているとさは ■ ■補修爆性簾譲證の叢經保泻期國 

•'‘ > .中めの®売庙亿ご權該 < ださい。 《坦羅ス I -- プ狂觸爆閣性能部湿（潑目な M がぃ—. 

乂イで C ってが南でをる»蠢1こついては惠發樣 たをに邀叢を藻證）の爆数傑离溺巧は去‘ぃ 

‘‘り向緣擢いたし*を り藥污澤です。 

• こを鬻闇は、譲屬麗藥發巧を窗ド,して'— ' - 












